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吹雪で視界が悪かった

道内大荒れ、洞爺・音威子府・倶知安で多重衝突事故

◆視界不良時は、安全な場所に退避し、運行中止◆

２０１６／０２／２９ １６：００

２９日に道内を襲った暴風雪により、各地で多重衝突事故が発生し、けが人が発生した。

午前７時半ごろ、洞爺湖町大原の国道２３０号で車４台が絡む事故があった。計６人が同町内の病院に運

ばれ、いずれも軽傷だった。伊達署によると、事故当時、現場付近は吹雪で視界が悪かった。

音威子府村咲来（さっくる）の国道４０号では午前１０時半ごろ、トラック３台を含む計９台が絡む多重

衝突事故があり、乗用車を運転していた７０代の男性が顔に軽いけがを負った。

倶知安町瑞穂でも国道３９３号で乗用車とトラック計２台が一時立ち往生し、多数の後続車が足止め。

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しょう

バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう

車間距離を十分に 滑って、追突を未然に防止

◆スリップ事故 注意 ◆ 交差点手前、滑って交差点内で衝突！注意

車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中すること

苫小牧 信号交差点で停車の大型タンクローリーに追突

追突した大型タンクローリーに、大型バスも追突

２０１６／０２／２９

苫小牧市の勇払で、交差点でとまっていたタンクローリー車に別のタンクローリー車が追突。付近にいた

大型バスも追突しました。この事故で、衝突したタンクローリー車を運転していた男性が病院に運ばれたほ

か、双方の車に積まれた灯油が漏れたということです。

消防車同士が事故 出動中

上り坂を走行中、何らかの理由で坂道を下がって、後続のの消防車と接触

◆同じ会社同士の事故は、保険が効きません、注意しましょう ◆

２０１６年２月２９日（月）７時３９分

２８日午前１１時ごろ、静岡県の市道で、火災現場へ緊急走行していた消防局北消防署の消防車と、第２分団

の消防車が衝突した。けが人はいなかった。警察と市消防局によると、北消防署の消防車が上り坂を走行中

、何らかの理由で坂道を下がってしまい、すぐ後ろを走行していた消防団の消防車と接触したという。２台

の消防車はそのまま、消火活動にあたったという。火災は同日午前１０時４５分ごろ、牧場敷地内から出火し、

周辺の枯れ草や、竹やぶなど約３５平方メートルを焼いた。けが人はいなかった。

急発進 信号待ちの乗用車に追突

車６台が事故、運転の男性死亡

追突した男性、インフルエンザ、タミフル服用？

２０１６年３月１日００時０３分

２９日午前９時半ごろ、愛知県で、車６台が絡む玉突き事故があり、最初に追突事故を起こした、会社員

の男性（４４）が間もなく死亡した。男性に目立った外傷はなく、警察は司法解剖して死因を調べる。男性

の乗用車は路肩に止まっていたが、急発進して信号待ちの乗用車に追突したという。押し出された車がトラ

ックにぶつかるなどして４人が軽傷を負った。男性は２６日にインフルエンザと診断され、タミフルを５日

分処方されていた。熱は下がったため、この日はいったん出社したが、会社に促されて帰宅する途中だった

大型ダンプ 側道から国道に合流時、追突

車9台玉突き事故 13人が重軽傷

２０１６年２月２９日（月）１２時５分

２９日午前６時１５分ごろ、埼玉県の国道で、ダンプや軽乗用車、ワゴン車など計９台が絡む玉突き事故

が発生し、男性１３人が重軽傷を負った。いずれも命に別条はない。警察によると、ダンプが側道から国道

に合流する際に前方の軽乗用車に追突し、さらに前方のワゴン車にも追突。はずみで別の軽乗用車３台やト

ラック２台、貨物車が次々と玉突き衝突したという。

帯広、車内で男性CO中毒死

車の排気管が雪に埋もれ、排ガスが車内に逆流し、充満

２０１６年３月１日（火）７時０分

【帯広】２９日午後１時４０分ごろ、帯広市西２１南４の量販店「ＭＥＧＡドン・キホーテ西帯広店」の屋外駐車場で、

契約社員の男性（１９）が軽乗用車の運転席で倒れているのを会社の同僚が見つけた。男性は救急車で病院に

運ばれたが、死亡が確認された。帯広署によると、死因はＣＯ中毒。発見当時、車の周囲には数十センチの雪

が積もっていたことなどから、車の排気管が雪に埋もれ、排ガスが車内に逆流し、充満したとみられる。男

性は同日正午ごろから休憩のため勤務先から１人で外出したが、勤務時間になっても戻らないため、同僚が

捜していた。帯広測候所によると、帯広の同日午後８時までの２４時間降雪量は４６センチを観測した。


